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1.CSV データマップ

1-1. 概要

Form エディタで定義した変数オブジェクトに CSV ファイルから取得したデータを出力する場

合、CSV 用 Datamap エディタを使用して変数とデータの関連付けを行います。

データファイルとして CSV ファイルを使用する場合の特徴は以下の通りです。

■ヘッダマッピング

データファイルの先頭行から指定行数のデータを特別に扱うことができ、 1 ページ目のみ又は

全ページに出力をすることができます。

詳細は、「1-3. ヘッダマッピング」をご覧ください。

■自動マッピング

Form ファイルで定義した変数名を CSV ファイルのデータとして用意することで、全ての変数

を一括で自動的にマッピングすることが可能です。

詳細は、「1-4. 自動マッピング」をご覧ください。

1-2. 基本操作

CSV 用 Datamap エディタの基本操作を解説します。

なお、この章では「CSV 用 Datamap エディタ」を「Datamap エディタ」と表記します。

1-2-1. Datamap エディタの起動

Datamap エディタにてマッピングを定義する前に、データファイル (CSV ファイル )の作成 ,

Job ファイルの作成、Form エディタでのレイアウト作成を行ってください。

Design マネージャで Job ファイルを、データファイルリストから Datamap ファイルに設定す

るデータファイルをそれぞれ選択してツールボタン [ データマップ編集 ] をクリックすると

[データマップエディタの選択 ]ダイアログが起動します。

図 :データマップエディタの選択ダイアログ

[データファイル]にデータファイルリストで選択したCSVファイル名が、[フォームファイル]

にはジョブ詳細画面で選択したFormファイル（.fmd)名が表示されることを確認してください。

データファイルの形式として [CSV 型 ] を選択して [OK] ボタンをクリックすると、Datamap エ

ディタが起動します。
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図 :Datamap エディタ

Datamap エディタの画面構成は以下の通りです。

①ツールメニュー
Datamap エディタの各種設定を行うことができます。

②ツールボタン
ツールメニューで頻繁に使用される機能を使用することが可能です。

③パラメータバー
変数名リストで選択されている変数のマッピング情報を表示します。

④変数リスト
Form エディタで定義した変数オブジェクトの変数名が表示されます。

⑤マッピングウィンドウ
データファイルリストで選択したファイルの内容が表示されます。白色で表示されている領域

のみマッピング操作を行うことができます。
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1-2-2. マッピング

マッピングとは、Form ファイルで定義した変数に表示するデータの取得位置を定義する操作

です。マッピングの基本的な操作方法を解説します。

マッピングを定義する
1. 変数リストからデータと結びつける変数をクリックして選択します。 

2. マッピングウィンドウ上で目的のデータをドラッグします。パラメータバーには選択した

[行 ]と [項目番号 ]が自動で設定されます。 

3. 一時的なマッピング領域が赤い線で表示されますので、マッピング領域が正しいことを確

認してください。

4. 正しければマウスの左ボタンをクリックします。（正しくなければマウスの右ボタンをク

リックして、一時的なマッピング領域をキャンセルします。） 

※左クリックでマッピングを確定すると、変数リストは自動的に次の変数に移動します。

図：マッピング操作

マッピング領域を確認する
変数に定義したマッピング領域を確認するには変数リストから目的の変数をクリックします。

マッピングウィンドウ上で赤く囲まれた範囲が変数に設定されたマッピング領域です。 

マッピングを解除する
設定したマッピング領域を取り消したい場合には、変数リストで変数を選択し (複数選択可 )、

Datamap エディタのメニュー [編集 ]-[ マッピング解除 ]をクリックします。

複数の変数を同時にマッピングする
複数の変数を同時にマッピングしたいときは、変数リストで変数を複数選択し、マッピング操

作を行います。

 

複数変数のマッピング領域を一括で変更する
複数の変数のマッピング領域を一括で変更することができます。変数リストから、マッピング

領域を変更したい変数を全て選択し、Datamap エディタのメニュー [編集 ]-[ マッピング領域

の変更 ] をクリックします。[ マッピング領域の変更 ] ダイアログでマッピング領域の移動や

マッピング領域のサイズ変更が可能です。
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図：マッピング領域の変更ダイアログ

マッピング領域の移動
マッピング領域の位置を移動したい場合には、[ マッピング領域の変更 ] ダイアログで [ 移動

量 ]の [行 ]と [項目 ]に移動量を入力し [OK] をクリックしてください。

2 つの変数に対して [ 項目 ] を 1 に設定した場合は次の図のように、マッピング領域が右に 1

項目ずれます。

図 :マッピング領域の移動

マッピング領域のサイズ変更
マッピング領域のサイズを変更したい場合には、[ マッピング領域の変更 ] ダイアログで [ 変

更量 ]の [行数 ]と [項目数 ]に変更量を入力し [OK] ボタンをクリックしてください。

2 つの変数に対して [ 行数 ] を 1 に設定した場合は次の図のように、マッピング領域が下に 1

行分広がります。

図 :マッピング領域のサイズ変更

1-2-3. 変数操作

変数インポート
Datamap ファイルを新規作成する場合には、作成時に Form ファイルを指定することで自動的

に定義された変数が取り込まれます。しかし、既に作成された Datamap ファイルに対して、

Form ファイルで新たに定義した変数を取り込むには、変数のインポート作業が必要です。

変数インポートの詳細は、「5-1. 変数操作」をご覧ください。
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変数名の編集
一度データマップを編集した後、Form エディタで変数名を修正した場合、「5-1-1. 変数インポー

ト」で設定変更した変数をインポートしてマッピングしなおしてください。この時、変数名

変更前の変数をあらかじめ変数リストから削除しておきます。変数の削除については「5-1-2.

リストアイテム削除」をご覧ください。

変数の並び替え
作成済みの Datamap ファイルを修正する場合、定義されている変数が多いと変数リストから目

的の変数を見つけることが難しい場合があります。このような場合には、変数リストに表示さ

れている変数を並び替えます。

変数の並び替えは Datamap エディタのメニュー [表示 ]-[ 変数の整列 ]でパラメータバーに表

示された変数の定義内容別 ( 変数名順、種別順、属性順 ) に行うことができます。変数リスト

のタイトルをクリックしても同様の結果になります。例えば、変数名順に並び替えたいならば、

変数リストの "変数名 "タイトルをクリックしてください。

未定義のデータを保存する
Datamap ファイルの保存時にマッピングされていない変数がある場合、[ 未定義変数の保存 ]

ダイアログが表示されます。

[ 未定義変数を保存する ] を選択して [OK] ボタンをクリックすると、未定義のまま変数を保

存します。未定義の変数を保存した場合、次回作業時に未定義の変数を再編集することができ

ます。 また、[ 未定義変数を破棄する ] を選択して [OK] ボタンをクリックすると、未定義の

変数は削除され、次回作業時には変数リストに表示されません。

なお、表オブジェクトは未定義の変数として保存することはできません。

図：未定義変数の保存ダイアログ

1-2-4. フォームビューア

Datamap エディタのメニュー [オプション ]-[ フォームビューア ]をクリックすると、フォー

ムビューアが起動します。フォームビューアには、[データマップ設定]で指定されたFormファ

イル (フォーム名 )のオブジェクトがプレビュー表示されます。

これらのオブジェクトを選択することで、変数及びマッピング領域を確認することができます。

また、変数リストにない変数 (オブジェクト )が存在する場合、フォームビューア上のオブジェ

クトをダブルクリックすることでインポートすることができます。 

※フォームビューアの詳細は、「5-2. フォームビューア」をご覧ください。

1-2-5. 改ページ設定

データファイルとして CSV ファイルを使用する場合、データの行数で改ページを行ったり、改

ページ文字を指定して改ページを行うことができます。

※改ページの詳細は、Design マネージャのメニュー [ ヘルプ ]-[ オンラインマニュアル ] か

ら「3. 機能リファレンス」-「3.5 改ページとフォームの切り替え」-「改ページ」をご覧く

ださい。
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1-2-6. 集計値設定

テキスト変数でマッピングした領域のデータを集計して帳票上に出力することができます。

※集計値設定の詳細は、Design マネージャのメニュー [ ヘルプ ]-[ オンラインマニュアル ]

から「3. 機能リファレンス」-「3.4 集計値の表示とデータ編集」-「テキスト変数の集計値

出力」をご覧ください。

1-2-7. 表オブジェクトの詳細マッピング

表オブジェクトのマッピングの詳細は、Design マネージャのメニュー [ ヘルプ ]-[ オンライ

ンマニュアル ] から「3. 機能リファレンス」-「3.3 フォームオブジェクト」-「表オブジェ

クト (表組 )」をご覧ください。

1-3. ヘッダマッピング

データファイルの先頭行から指定行数のデータを特別に扱うことのできる機能です。

データの先頭行から行数を指定してヘッダマッピングを行えば、そのヘッダマッピングを行っ

た結果を 1 ページ目のみ又は全ページに出力することができます。

1. ヘッダ領域設定

CSV ファイルのヘッダとして扱う領域を設定します。

Datamap エディタのメニュー [ファイル ]-[ データマップ設定 ]をクリックし、[データマッ

プ設定 ]ダイアログを起動します。[データマップ ]タブの [モード ]で [CSV] が選択されて

いることを確認してください。[ヘッダマッピングを行う ]にチェックを入れ、[ヘッダ行数 ]

を入力します。[ ヘッダ行数 ] には、CSV ファイルの先頭からヘッダとして扱う行数を設定し

てください。

図 :データマップ設定ダイアログ

[データマップ設定]ダイアログを[OK]ボタンで閉じると、Datamapエディタのマッピングウィ

ンドウで、先頭から [ データマップ設定 ] ダイアログで設定した [ ヘッダ行数 ] 分がグレーで

表示され、マッピングができなくなります。
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この状態では、ページごとに異なるデータ（本体と呼びます）をマッピングすることができます。

図 :Datamap エディタ - 本体領域

2. ヘッダ領域のマッピング

全てのページで共通して使用するデータ（ヘッダ）をマッピングするには、Datamap エディタ

のツールバーで [ヘッダ ]を選択してください。

[ 本体 ] が選択されていた時とは逆に、先頭から [ データマップ設定 ] ダイアログで設定した

[ヘッダ行数 ]分の領域がマッピング可能となります。

図 :Datamap エディタ - ヘッダ領域

3. 出力範囲の指定

ヘッダマッピングしたデータを全ページに出力するか、1 ページ目のみに出力するかはツール

バーの [ヘッダ出力範囲 ]で設定します。

[ヘッダ出力範囲 ]を [1 ページ ]と指定すれば、最初のページにだけデータが出力されます。

また、[全ページ ]を指定すれば、全てのページにヘッダが出力されます。

1-4. 自動マッピング

通常のマッピング作業では変数 1つ 1つに対してマッピング領域を設定していきますが、Form

ファイルで定義した変数名を CSV ファイルのデータとして用意することで、全ての変数を一括

で自動的にマッピングすることができます。

1. CSV データファイルの準備

CSV 用 Datamap エディタの自動マッピング機能は、変数名と同じ CSV のデータを自動でマッピ

ングします。まずは、変数名をマッピングする位置に配置した CSV データファイルを作成して

ください。



10

Create!FormV10 データマップエディタの操作

2. 自動マッピング

「1.CSV データファイルの準備」で作成した CSV ファイルを指定して Datamap ファイルを作成

します。マッピングウィンドウに、「1.CSV データファイルの準備」で作成した CSV ファイル

のデータが表示されることを確認してください。

図：Datamap エディタ - 変数名とデータ

Datamap エディタのメニュー [オプション ]-[ 自動マッピング ]をクリックし、[自動マッピ

ング ]ダイアログを起動します。

図 :自動マッピングダイアログ

[マッピング行数 ]に「1」と入力された状態で [OK] ボタンをクリックしてください。

変数名と同じデータ位置に自動でマッピングされます。

※変数名と同じデータが存在しない場合にはマッピングされません。

図 :Datamap エディタ - 変数名の位置に自動マッピング

なお、[ マッピング行数 ] に 2 と設定した場合には、変数名と同じデータ位置から 2 行分マッ

ピングされます。
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図 :Datamap エディタ - 変数名の位置から 2行分自動マッピング

また、変数名の 1 つ下のデータをマッピングする場合には、[ マッピング位置補正 ] にチェッ

クを入れ、[行 ]を「1」に設定してください。

図 :Datamap エディタ - 変数名の 1行下に自動マッピング

[ マッピング位置補正 ] の [ 行 ] と [ 列 ] を設定することで、マッピング位置を調節すること

ができます。
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2.TXT データマップ

2-1. 概要

Form エディタで定義した変数オブジェクトに Text ファイルから取得したデータを出力する場

合、Text 用 Datamap エディタを使用して変数とデータの関連付けを行います。

データファイルとして Text ファイルを使用する場合の特徴は以下の通りです。

■行分割マッピング

1 行のデータを指定された長さで分割し、折り返して出力する行分割マッピング機能を使用す

ることができます。

※行分割マッピングの詳細は、「2-3. 行分割マッピング」をご覧ください。

2-2. 基本操作

Text 用 Datamap エディタの基本操作を解説します。

なお、この章では「Text 用 Datamap エディタ」を「Datamap エディタ」と表記します。

2-2-1. Datamap エディタの起動

Datamap エディタにてマッピングを定義する前に、データファイル (Text ファイル )の作成 ,

Job ファイルの作成、Form エディタでのレイアウト作成を行ってください。

Design マネージャで Job ファイルを、データファイルリストから Datamap ファイルに設定す

るデータファイルをそれぞれ選択してツールボタン [ データマップ編集 ] をクリックすると

[データマップエディタの選択 ]ダイアログが起動します。

図 :データマップエディタの選択ダイアログ

[データファイル ]にデータファイルリストで選択した Text ファイル名が、[フォームファイ

ル ] にはジョブユニットリストで選択した Form ファイル（.fmd) 名が表示されることを確認

してください。データファイルの形式として [ テキスト型 ] を選択して [OK] ボタンをクリッ

クすると、Datamap エディタが起動します。
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図 :Datamap エディタ

Datamap エディタの画面構成は以下の通りです。

①ツールメニュー
Datamap エディタの各種設定を行うことができます。

②ツールボタン
ツールメニューで頻繁に使用される機能を使用することが可能です。

③パラメータバー
変数リストで選択されている変数の属性やマッピング情報を表示します。

④変数リスト
Form エディタで定義した変数オブジェクトの変数名が表示されます。

⑤マッピングウィンドウ
データファイルリストで選択したファイルの内容が表示されます。白色で表示されている領域

のみマッピング操作を行うことができます。
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2-2-2. マッピング

マッピングとは、Form ファイルで定義した変数に表示するデータの取得位置を定義する操作

です。マッピングの基本的な操作方法を解説します。

マッピングを定義する
1. 変数リストからデータと結びつける変数をクリックして選択します。 

2. マッピングウィンドウ上で目的のデータをドラッグします。パラメータバーには選択した

[行 ]、[桁 ]、[行数 ]、[長さ ]が自動で設定されます。 

3. 一時的なマッピング領域が赤い線で表示されますので、マッピング領域が正しいことを確

認してください。

4. 正しければマウスの左ボタンをクリックします。（正しくなければマウスの右ボタンをク

リックして、一時的なマッピング領域をキャンセルします。） 

※左クリックでマッピングを確定すると、変数リストは自動的に次の変数に移動します。

図：マッピング操作

マッピング領域を確認する
変数に定義したマッピング領域を確認するには変数リストから目的の変数をクリックします。

マッピングウィンドウ上で赤く囲まれた範囲が変数に設定されたマッピング領域です。 

マッピングを解除する
設定したマッピング領域を取り消したい場合には、変数リストで変数を選択し (複数選択可 )、

メニュー [編集 ]-[ マッピング解除 ]をクリックします。

複数の変数を同時にマッピングする
複数の変数を同時にマッピングしたいときは、変数リストで変数を複数選択し、マッピング操

作を行います。

 

複数変数のマッピング領域を一括で変更する
複数の変数のマッピング領域を一括で変更することができます。変数リストから、マッピング

領域を変更したい変数を全て選択し、[ 編集 ] メニューの [ マッピング領域の変更 ] をクリッ

クします。[ マッピング領域の変更 ] ダイアログでマッピング領域の移動やマッピング領域の

サイズ変更が可能です。
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図：マッピング領域の変更ダイアログ

マッピング領域の移動

マッピング領域の位置を移動したい場合には、[ マッピング領域の変更 ] ダイアログで [ 移動

量 ]の [行 ]と [項目 ]に移動量を入力し [OK] をクリックしてください。

2 つの変数に対して [ 行 ] を 1 に設定した場合は次の図のように、マッピング領域が下に 1 行

ずれます。

図 :マッピング領域の移動

マッピング領域のサイズ変更

マッピング領域のサイズを変更したい場合には、[ マッピング領域の変更 ] ダイアログで [ 変

更量 ]の [行数 ]と [項目数 ]に変更量を入力し [OK] をクリックしてください。

2 つの変数に対して [ 行数 ] を 1 に設定した場合は次の図のように、マッピング領域が下に 1

行分広がります。

図 :マッピング領域のサイズ変更

2-2-3. 変数操作

変数インポート
Datamap ファイルを新規作成する場合には、作成時に Form ファイルを指定することで自動的

に定義された変数が取り込まれます。しかし、既に作成された Datamap ファイルに対して、

Form ファイルで新たに定義した変数を取り込むには、変数のインポート作業が必要です。

変数インポートの詳細は、「5-1. 変数操作」をご覧ください。
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変数名の編集
一度データマップを編集した後、Form エディタで変数名を修正した場合、「5-1-1. 変数インポー

ト」で設定変更した変数をインポートしてマッピングしなおしてください。この時、変数名

変更前の変数をあらかじめ変数リストから削除しておきます。変数の削除については「5-1-2.

リストアイテム削除」をご覧ください。

変数の並び替え
作成済みの Datamap ファイルを修正する場合、定義されている変数が多いと変数リストから目

的の変数を見つけることが難しい場合があります。このような場合には、変数リストに表示さ

れている変数を並び替えます。

変数の並び替えはメニュー [表示 ]-[ 変数の整列 ]でパラメータバーに表示された変数の定義

内容別 ( 変数名順、種別順、属性順 ) に行うことができます。変数リストのタイトルをクリッ

クしても同様の結果になります。例えば、変数名順に並び替えたい場合は、変数リストの " 変

数名 "タイトルをクリックしてください。

未定義のデータを保存する
Datamap ファイルの保存時にマッピング定義されていない変数がある場合、[未定義変数の保

存 ]ダイアログが表示されます。

[ 未定義変数を保存する ] を選択して [OK] ボタンをクリックすると、未定義のまま変数を保

存します。未定義の変数を保存した場合、次回作業時に未定義の変数を再編集することができ

ます。 また、[ 未定義変数を破棄する ] を選択して [OK] ボタンをクリックすると、未定義の

変数は削除され、次回作業時には変数リストに表示されません。

なお、表オブジェクトは未定義の変数として保存することはできません。

図：未定義変数の保存ダイアログ

2-2-4. フォームビューア

[ オプション ] メニューから [ フォームビューア ] をクリックすると、フォームビューアが起

動します。フォームビューアには、[データッマップ設定]で指定されたFormファイル(フォー

ム名 )のオブジェクトがプレビュー表示されます。

これらのオブジェクトを選択することで、変数及びマッピング領域を確認することができます。

また、変数リストにない変数 (オブジェクト )が存在する場合、フォームビューア上のオブジェ

クトをダブルクリックすることでインポートすることができます。 

※フォームビューアの詳細は、「5-2. フォームビューア」をご覧ください。

2-2-5. 改ページ設定

データファイルとして Text ファイルを使用する場合、データの行数で改ページを行ったり、

改ページ文字を指定して改ページを行うことができます。

※改ページの詳細は、Design マネージャのメニュー [ ヘルプ ]-[ オンラインマニュアル ] か
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ら「3. 機能リファレンス」-「3.5 改ページとフォームの切り替え」-「改ページ」をご覧く

ださい。

2-2-6. 集計値設定

テキスト変数でマッピングした領域のデータを集計して帳票上に出力することができます。

※集計値設定の詳細は、Design マネージャのメニュー [ ヘルプ ]-[ オンラインマニュアル ]

から「3. 機能リファレンス」-「3.4 集計値の表示とデータ編集」-「テキスト変数の集計値

出力」をご覧ください。

2-3. 行分割マッピング

行分割マッピングとは、1 行のデータを指定された長さで分割し、折り返して出力する機能で

す。この機能は、Datamap ファイルに設定したデータファイルの形式が "テキスト型 "の場合

のみ使用することができます。

例えば、”1234567890ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ”というデータを、出力時に 10 バイトで折

り返すと、出力結果は次のようになります。

例 :1 行のデータを 10 バイトで折り返す

1234567890ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ　 →　　　1234567890

    　　　　　　　　 ABCDEFGHIJ

    　　　　　　　　 KLMNOPQRST

    　　　　　　　　 UVWXYZ

行分割マッピングを行うには、マッピング情報の [ 長さ ] に折り返す長さを設定し、[ 回数 ]

に折り返す回数を設定します。上記の例では [ 長さ ] を「10」、[ 回数 ] を「4」と定義するこ

とで出力可能です。この場合、最大 40 バイトのデータを出力することができます。

※マッピングウィンドウ上では、[ 長さ ] で設定された領域のみがマッピング領域として描画

されます。

図 :Datamap エディタ - 行分割設定

また、[ 長さ ] を「10」、[ 回数 ] を「2」と設定すると、次の例のように 20 バイトまでデータ

が出力され、それ以降のデータは出力されません。

例 :1 行のデータを 10 バイトで 2回折り返す

1234567890ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ　 →　　　1234567890

    　　　　　　　　 ABCDEFGHIJ
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3.XML データマップ

3-1. 概要

Create!Form では XML データを使用したデータマッピングに対応しています。

XMLデータは要素としてXMLデータ内に存在しているため、通常のテキストやCSVといったデー

タファイルとのデータマッピングとは操作が異なります。XML データを使用してデータマッピ

ングを行う際は、XML 用 Datamap エディタを使用します。XML 用 Datamap エディタはフォーム

に含まれる変数とXMLデータの要素をマッピングします。また、他にもXMLデータの要素をキー

とした改ページの設定や、ユニット切り替えの設定、動的オブジェクトの設定などがあります。

XML データとデータマッピングをする場合の特徴は以下の通りです。

■マッピング操作モード

XML データの各要素は XML ツリーとして表示されます。この XML ツリーに対してデータマッ

ピングや改ページ設定、XML ツリーの操作などを行います。これらの操作に応じて XML 用

Datamap エディタでは、マッピング操作モードを切り替えて操作します。

詳細は、「3-2-2. マッピング操作モードの切り替え」をご覧ください。

■自動マッピング

Form ファイルで定義した変数名を XML データの要素として用意することで、全ての変数を一

括で自動的にマッピングすることが可能です。

詳細は、「3-2-8. 自動マッピング」をご覧ください。

■ヘッダマッピング

データソースの特定の部分を特殊に扱い、出力ジョブを通してその特定部分の XML データを 1

ページ目のみまたは全ページに出力する機能です。

詳細は、「3-4. ヘッダマッピング」をご覧ください。

3-2. 基本操作

XML 用 Datamap エディタの基本操作を説明します。

なお、この章の以降は「XML 用 Datamap エディタ」を「Datamap エディタ」と表記します。

基本操作では以下の内容についてそれぞれ説明します。

・Datamap エディタの起動方法とエディタの構成

・マッピング操作モードの切り替え

・データマッピングとデータマッピングの解除

・変数の追加

・未定義変数とツリーアイテムの保存

・フォームビューア

・ドキュメントビューア

・自動マッピング
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3-2-1.Datamap エディタの起動方法とエディタの構成

Datamap エディタの起動
Datamapエディタにてデータマッピング定義する前に、データファイル(XMLファイル)の作成、

Job ファイルの作成、Form エディタでのレイアウト設計を行ってください。

Design マネージャで Job ファイルを、データファイルリストから Datamap ファイルに設定す

るデータファイルをそれぞれ選択してツールボタン [ データマップ編集 ] をクリックすると

[データマップエディタの選択 ]ダイアログが起動します。

図：データマップエディタの選択ダイアログ

[ データファイル ] にデータファイルリストで選択した XML ファイル名が、[ フォームファイ

ル ]にはジョブユニットリストで選択した Form ファイル (.fmd) 名が表示されることを確認し

てください。データファイルの形式として[XML型 ]を選択して[OK]ボタンをクリックすると、

Datamap エディタが起動します。

Datamap エディタの画面構成
Datamapエディタを起動すると以下の画面が表示されます。それぞれの画面構成を説明します。

図：Datamap エディタ
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①ツールメニュー
Datamap エディタの各種設定を行うことができます。

②ツールバー
図：ツールバー

ツールメニューで頻繁に使用される機能を使用することができます。

③操作モードバー
図：操作モードバー

XML ツリーでの操作を切り替えることができます。

④パラメータバー
図：パラメータバー

変数リストで選択されている変数のマッピング情報を表示します。

⑤変数リスト
図：変数リスト

Form エディタで定義した変数オブジェクトの変数名やマッピング情報が表示されます。

⑥ XMLツリー
図：XML ツリー
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XML データの要素がツリー表示されます。要素の表示として以下のものがあります。

ルート要素

XML データのルートとなる要素です。

※ルート要素へはデータマッピングや改ページ設定を行うことはできません。

要素

XML データの要素です。

まだマッピングや改ページ設定が行われていない状態です。

マッピング済み要素

XML データの要素です。

変数とデータマッピングが行われている状態です。

改ページ設定済み要素

XML データの要素です。

改ページ設定が行われている状態です。

マッピング、改ページ設定済み要素

XML データの要素です。

変数とデータマッピングが行われ、改ページ設定が行われている状態です。

属性

XML データの属性です。

まだマッピングが行われていない状態です。

※属性に対しては改ページ設定を行うことはできません。

マッピング済み属性

XML データの属性です。変数とデータマッピングが行われている状態です。

※属性に対しては改ページ設定を行うことはできません。

3-2-2. マッピング操作モードの切り替え

Datamap エディタでは、マッピング操作モードを切り替えることで、XML ツリーでの操作を切

り替えることができます。マッピング操作モードはツールメニュー[モード]や以下の操作モー

ドバーから切り替えることができます。

図 :操作モードバー

[マッピングモード ]

変数と XML データの要素をデータマッピングする際に選択するモードです。

Datamap エディタ起動時はこのモードに設定されています。
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[改ページ設定モード ]

選択した XML データの要素に対して改ページ設定を行うモードです。

※改ページ設定についての詳細は「3-3.XML での改ページ設定について」をご覧ください。

[要素ノードの生成モード ]

選択した XML データの要素の子要素としてツリービューアイテムを追加します。

[属性ノードの生成モード ]

選択した XML データの要素の属性としてツリービューアイテムを追加します。

[編集モード ]

選択した XML データの要素の名前を編集します。

[削除モード ]

選択した XML データの要素をツリービューから削除します。

3-2-3. データマッピングとデータマッピングの解除

変数と XML データの要素をデータマッピングする方法と、データマッピングを解除する方法を

説明します。

データマッピング
データマッピングを行う場合は、マッピング操作モードを " マッピングモード " に設定し、変

数リストから対象の変数を選択してから XML データの要素を選択します。

◆◆ 操作 ◆◆

操作モードバーから "マッピングモード "をクリックします。

図：操作モードバー

マッピング操作モードが "マッピングモード "へ切り替わりました。

◆◆ 操作 ◆◆

変数リストから対象の変数を選択し、データマッピングを行う XML データの要素を選択します。なお、

XML データの要素を選択する際にカーソルが [OK?] に変化します。データマッピングを行う場合は左

クリックをしてください。なお、データマッピングの動作をキャンセルする場合は、[OK?] の際に右

クリックをしてください。

変数リストの変数と XML データの要素のデータマッピングが完了すると、以下のような状態に

なります。これでデータマッピングの操作は完了です。

この例では、変数リストの "ADDRESS" と XML ツリーの要素 "住所 1" をデータマッピングして

います。
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図 : データマッピング

<< Tips >>

データマッピングは複数同時に行うことができます。変数リストから複数の変数を選択し、

XML ツリーの要素をクリックします。選択した変数はすべて同じ XML ツリーの要素へデータ

マッピングすることができます。

データマッピングの解除
データマッピングの解除は、変数リストから対象の変数を選択してデータマッピングの解除を

行います。

◆◆ 操作 ◆◆

変数リストからデータマッピングの解除を行う変数を選択し、ツールメニュー [編集 ]-[ マッピング

解除 ] をクリックします。確認ダイアログが表示されるので、マッピングを解除する場合は [ はい ]

ボタンをクリックします。

図：確認ダイアログ

<< Tips >>

データマッピングの解除は複数同時に行うことができます。変数リストから複数の変数を

選択し、ツールメニュー [編集 ]-[ マッピング解除 ]をクリックします。

3-2-4. 変数の追加

Datamap ファイル作成後に、フォームへ変数を追加した場合は、Datamap エディタに変数を追

加 ( インポート ) する必要があります。また、セット帳票のような複数のフォームに含まれる

変数のデータマッピングを行う場合もインポートを行う必要があります。
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◆◆ 操作 ◆◆

ツールメニュー [編集 ]-[ 変数のインポート ]をクリックし、変数のインポートを行うフォームを選

択して [OK] をクリックします。

図：ファイル選択ダイアログ

フォームに含まれる変数の一覧が表示されますので、インポートを行う変数を選択します。

◆◆ 操作 ◆◆

インポートを行う変数はチェックを付けます。また、インポートを行わない変数はチェックを解除し

ます。[OK] ボタンをクリックしてインポートを行います。

図：変数追加選択ダイアログ

3-2-5. 未定義変数とツリーアイテムの保存

Datamap ファイルの保存時に、未定義の変数やマッピングされていないツリーアイテムが存在

する場合はデータマッピング状況に応じて以下のダイアログが表示されます。
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未定義の変数が存在する場合
図：未定義変数の保存

[未定義変数を保存する ]

データマッピングが行われていない変数を Datamap ファイルへ保存します。

[未定義変数を破棄する ]

データマッピングが行われていない変数は Datamap ファイルへ保存しません。

マッピングされていないツリーアイテムが存在する場合
図：未定義ツリーアイテムの保存

[未定義ツリーアイテムを保存する ]

データマッピングが行われていないツリーアイテムを Datamap ファイルへ保存します。

[未定義ツリーアイテムを破棄する ]

データマッピングが行われていないツリーアイテムは Datamap ファイルへ保存しません。

なお、ツリーアイテムの破棄によって XML データファイルが変更されることはありません。

未定義の変数とマッピングされていないツリーアイテムが存在する場合
図：未定義アイテムの保存
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[未定義変数を保存する ]

データマッピングが行われていない変数を Datamap ファイルへ保存します。

[未定義変数を破棄する ]

データマッピングが行われていない変数は Datamap ファイルへ保存しません。

[未定義ツリーアイテムを保存する ]

データマッピングが行われていないツリーアイテムを Datamap ファイルへ保存します。

[未定義ツリーアイテムを破棄する ]

データマッピングが行われていないツリーアイテムは Datamap ファイルへ保存しません。

なお、ツリーアイテムの破棄によって XML データファイルが変更されることはありません。

3-2-6. フォームビューア (FormViewer)

ツールメニュー [オプション ]-[ フォームビューア ]をクリックすると、フォームビューアが

起動します。フォームビューアには、[ データマップ設定 ] で指定されたフォームの帳票レイ

アウトと変数オブジェクトの配置がプレビュー表示されます。

これらの変数オブジェクトを選択することで、変数のインポートやマッピングを確認すること

ができます。

※フォームビューアの詳細については「5-2. フォームビューア」をご覧ください。

3-2-7. ドキュメントビューア

ツールメニュー [ オプション ]-[ ドキュメントビューア ] をクリックすると、ドキュメント

ビューアが起動します。ドキュメントビューアではXMLデータファイル(.xml)や Datamapファ

イル (.dmx) の内容を確認することができます。

図；ドキュメントビューア
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3-2-8. 自動マッピング

変数リストの変数名と XML ツリーにある同名の要素に対して自動的にデータマッピングを行う

機能です。XML データの要素名を使用してフォームへ変数を配置している場合などは、データ

マッピングの作業を自動で行うことができます。

自動マッピングはツールメニュー [オプション ]-[ 自動マッピング ]をクリックします。

図：自動マッピング

<< 注意 >>

同ロケーションに属する要素が複数存在する場合に自動マッピングを行った場合には、一

番最初に出現した最上位の要素に対してのみ自動的にマッピングが行われます。また、デー

タマッピングの変更やその他の設定を行う場合は、設定に応じて行う必要があります。

3-3.XML での改ページ設定について

複数ページの帳票出力を行う場合には、 Datamap エディタ上で改ページ設定を行います。

XML での改ページ設定は、XML データの要素の終了や要素の繰り返しごとに設定します。

※改ページについての詳細は Design マネージャのメニュー [ヘルプ ]-[ オンラインマニュア

ル ] から「3. 機能リファレンス」-「3.5 改ページとフォームの切り替え」-「改ページ」を

ご覧ください。

図 :要素の終了
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改ページ設定を要素の終了で設定した場合、この例では「社員」要素の終了後に改ページ処理

が行われます。

図：要素の繰り返し

改ページ設定を要素の繰り返しで設定した場合、この例では「社員」要素を 5 回繰り返すごと

に改ページ処理が行われます。

改ページ設定はツールメニュー [モード ]-[ 改ページ設定 ]をクリックします。

※操作モードバーの [改ページ設定モード ]でも同様に設定可能です。

図：改ページ設定モード

改ページ設定モードに変更後に、XML ツリーから改ページのキーとしたい要素をクリックして

改ページ設定を行います。XML ツリーの要素をクリックすると以下の改ページ設定ダイアログ

が表示されます。
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図：改ページ設定ダイアログ

[改ページ設定 ]にチェックを入れ、[種別 ]から改ページ方法を設定します。

改ページ種別は、以下の設定項目から選択します。

[要素の終了後、改ページ ]

XML ツリーの要素の終了をキーとして改ページ処理を行います。

[要素の繰り返し後、改ページ ]

XML ツリーの要素が複数存在する場合に、その要素が指定回数出現した後に改ページ処理を行

います。なお、指定回数は [繰り返し数 ]から指定します。

[要素の終了後、ユニット切り替え ]

マルチフォームの帳票出力を行う場合に使用します。

[要素の終了後、改ページ ]と同様、XML ツリーの要素の終了をキーとして改ページ処理を行い、

次ページの出力に使用するジョブユニットを切り替えます。

※マルチフォームについての詳細は Design マネージャのメニュー [ヘルプ ]-[ オンラインマ

ニュアル ]から「3. 機能リファレンス」-「3.5 改ページとフォームの切り替え」-「マルチフォー

ム」をご覧ください。

[要素の繰り返し後、ユニット切り替え ]

マルチフォームの帳票出力を行う場合に使用します。

[ 要素の繰り返し後、改ページ ] と同様、XML ツリーの要素が複数存在する場合に、その要素

が指定回数出現した後に改ページ処理を行い、次ページの出力に使用するジョブユニットを切

り替えます。

※マルチフォームについての詳細は Design マネージャのメニュー [ヘルプ ]-[ オンラインマ

ニュアル ]から「3. 機能リファレンス」-「3.5 改ページとフォームの切り替え」-「マルチフォー

ム」をご覧ください。

以上の設定を行い、[OK] ボタンをクリックすると改ページ設定が完了します。

改ページ設定を行った XML ツリーの要素アイテムの表示が変わっていることを確認してくださ

い。
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図 :改ページ設定後の要素アイテム

3-4. ヘッダマッピング

1. 概要

ヘッダマッピングとは、データソースの特定の部分を特殊に扱い、出力ジョブを通してその特

定部分の XML データを 1ページ目のみまたは全ページに出力する機能です。

XML データマップ形式では、XML ツリーの要素に対する通常のデータマッピングを行う際に、

ヘッダマッピングの設定を行うことができます。

2. ヘッダマッピングの設定

変数リストから既にデータマッピングが行われている変数を選択し、パラメータバーの [ 本体

/ ヘッダ ] から [ ヘッダ ] を設定します。この設定によって選択されている変数がヘッダマッ

ピングに設定されます。

3. 出力範囲の設定

ヘッダマッピングした変数を全ページに出力するか、1 ページ目のみに出力するかを設定しま

す。

変数リストから既にヘッダマッピングが行われている変数を選択し、パラメータバーの [ ヘッ

ダ出力範囲 ] から [ 全ページ ] または [1 ページ ] を選択します。全ページを選択した場合は、

全ページにデータが出力されます。また、1ページを選択した場合は、最初のページにだけデー

タが出力されます。
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3-5. 定型 XML

1. 概要

定型 XML とは Create!Form 独自の要素で構成された XML ツリー構造です。

改ページやマルチフォームの出力を行う際には、この定型 XML ツリー構造を任意の XML データ

に組み込んで出力することができます。

定型 XML データ構造

<create_doc>

　<create_unit create_unit_no="1">

　　<create_page>

　　　・

　　　・

　　　・

　　</create_page>

　</create_unit>

</create_doc>

各要素と属性の意味は以下の通りです。

要素 説明
create_doc 定型ツリー構造のルート要素。

子要素に "create_unit" 要素を一つ以上持つ。
子要素 説明
create_unit ジョブユニット出力範囲を示す要素。

<create_unit> ～ </create_unit> までを一つのジョブユニッ

トで出力する。"create_page" 要素を一つ以上持つ。

また、ジョブユニット ID を示す "create_unit_no" 属性を持

つことができる。
属性 説明
create_unit_no ジョブユニット IDを示す属性。

"create_unit" 要素に属する。
子要素 説明
create_page ページの出力範囲を示す要素。

<create_page> ～ </create_page> ま

でを 1ページ内に出力する。子要素

には任意の要素構造を持つ。
※ create_unit_no 属性に、存在しないジョブユニット ID を指定した場合は、現在使用され

ているユニットの次のユニットが利用されます。また、先頭の属性に指定したジョブユニット

ID が存在しない ID の場合は、1ユニット目が利用されます。

定型 XML を使用した帳票資源ファイルは、Create!Form 導入ディレクトリの直下の "tut\

list_xml\fix_data" にあります。この帳票資源ファイルに含まれている Datamap ファイルでは、

改ページ設定は行われておらず、定型 XML によって改ページ処理が行われます。

XML データの確認やテスト実行などを行って、動作を確認してください。
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3-6. 注意事項

3-6-1. ランタイム実行時のオプション

XML データマップ形式を用いた出力実行の際は、必ず実行時のコマンドラインに実行オプショ

ン "-ix" を付加して実行する必要があります。

■ Design マネージャからの実行例

Design マネージャからテスト実行を行う場合は、テスト実行ダイアログによって自動的に

"-ix" オプションが付加されます。

図：テスト実行ダイアログ

■ API 実行時に渡す引数の例

実行コマンドライン文字列に "-ix" オプションを付加してランタイム実行してください。

-DC:\CreateV10\sample\09_ 運用レポート -ix -sI04_hoken_xml.sty -oI04_hoken.pdf 

I04_hoken.xml
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4.DB データマップ

4-1. 概要

Create!Form では DB データを使用したデータマッピングに対応しています。

DB データは SQL を使用してデータベースからデータ受け取るため、通常のテキストや CSV と

いったデータファイルとのデータマッピングとは操作が異なります。DBデータを使用してデー

タマッピングを行う際は、DB 用 Datamap エディタを使用して行います。DB 用 Datamap エディ

タではフォームに含まれる変数と DB データのクエリーカラムをマッピングします。

DB データとデータマッピングをする場合の特徴は以下の通りです。

■データベース設定

DB 用 Datamap エディタでは、フォームの変数と DB データとのマッピングを行う際に、データ

ベースを設定する必要があります。

詳細は、「4-2-2. データベース設定」をご覧ください。

■カラムの手動追加

データベースに接続できない環境において、DB データマップを行う際に使用する機能です。

詳細は、「4-2-5. カラムの手動追加」をご覧ください。

■キーブレイク

ある特定の項目のデータが変化したタイミングで、特定の動作をさせるための機能です。

詳細は、「4-5. キーブレイク」をご覧ください。

■自動マッピング

Form ファイルで定義した変数名とデータベースから取得したクエリーカラム名が同一の場合

は、自動的にマッピングすることが可能です。

詳細は、「4-2-8. 自動マッピング」をご覧ください。

4-2. 基本操作

DB 用 Datamap エディタの基本操作を説明します。

なお、この章の以降は「DB 用 Datamap エディタ」を「Datamap エディタ」と表記します。

基本操作では以下の内容についてそれぞれ説明します。

・Datamap エディタの起動方法とエディタの構成

・データベース設定

・データマッピングとデータマッピングの解除

・マッピングされたフィールド番号をずらす

・カラムの手動追加

・変数の追加と削除

・フォームビューア

・自動マッピング

・ファイルデータソースの使用
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4-2-1.Datamap エディタの起動方法とエディタの構成

Datamap エディタの起動
Datamap エディタにてデータマッピング定義する前に、Job ファイルの作成、Form エディタで

のレイアウト設計を行ってください。

Design マネージャのプレビュー表示領域から帳票を選択して、ツールボタン [ データマップ

編集 ]をクリックします。

図：データマップエディタの選択ダイアログ

[フォームファイル ]にはジョブユニットリストで選択した Form ファイル (.fmd) 名が表示さ

れることを確認してください。データファイルの形式として [ データベース型 ] を選択して

[OK] ボタンをクリックすると、Datamap エディタが起動します。

※データファイルの指定は行えません。なお、Datamap エディタ上から SQL を直接指定するこ

とも可能です。

Datamap エディタの画面構成
Datamapエディタを起動すると以下の画面が表示されます。それぞれの画面構成を説明します。

図：Datamap エディタ
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①ツールメニュー
Datamap エディタの各種設定を行うことができます。

②標準バー
図：標準バー

ツールメニューで頻繁に使用される機能を使用することができます。

③データベースバー
図：データベースバー

ツールメニューで頻繁に使用されるデータベースの機能を使用することができます。

④ビューバー
図：ビューバー

Datamap エディタのウィンドウ表示を切り替えます。

⑤ツールバー
図：ツールバー

ツールメニューで頻繁に使用される機能を使用することができます。

⑥ SQL ビュー
データベースに対して SQL を実行する場合に使用します。

⑦リクエストビュー
データベースから取得したデータのクエリーカラムが表示されます。

⑧フィールドビュー
Form エディタで定義した変数オブジェクトの変数名やマッピング情報が表示されます。

4-2-2. データベース設定

Create!Form で利用できるデータベースは、ODBC 接続と Oracle 接続の 2種類です。

ODBC 接続は Windows 環境、Oracle 接続は Windows、UNIX/Linux 環境で動作します。

Create!Form でデータベース接続を利用するには、以下の情報を用意する必要があります。
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・データソース名

・ユーザ名

・パスワード

これらの情報は、データベースの管理者へお問合せください。

データベース設定は Design マネージャ上から設定し、Datamap エディタから設定したデータ

ベース設定を使用します。Design マネージャ上でのデータベース設定は以下の手順で行いま

す。

Design マネージャを起動しツールメニュー [設定 ]-[ データソース ]をクリックします。

[データソース ]、[ユーザ名 ]、[パスワード ]、[DB 種別 ]を設定し、[登録 ]ボタンをクリッ

クします。これで、Design マネージャ上でのデータベース設定は完了です。

Datamap エディタでは、このデータマップ設定を使用してデータベースへの接続を行います。

Datamap エディタでのデータベース設定は以下の手順で行います。

Datamap エディタのツールメニュー [データベース ]-[ データベース接続設定 ]をクリックし

てデータベース設定ダイアログを表示します。データベース設定ダイアログの [ 登録データ

ソース ]から、Design マネージャ上で設定したデータソースを選択し、[OK] ボタンをクリッ

クします。これで Datamap エディタでのデータベース設定は完了です。なお、Datamap エディ

タでのデータベース設定は、Datamap ファイルごとに設定しておく必要があります。

4-2-3. データマッピングとデータマッピングの解除

変数とデータベースから取得するデータのマッピングは、SQL で取得したデータのインデック

スの参照によって行われます。Datamap エディタのフィールドビューにある「クエリーフィー

ルド番号」項目がそのインデックスを示しています。

変数とデータベースから取得したクエリーカラムをデータマッピングする方法と、データマッ

ピングを解除する方法を説明します。

データマッピング
データマッピングを行う場合は、初めにデータベースとの接続を行ってクエリーカラムを取得

します。

※データベースへ接続を行わずにデータマッピングを行う場合は、カラムの手動追加を行う必

要があります。詳しくは「4-2-5. カラムの手動追加」をご覧ください。

◆◆ 操作 ◆◆

ツールメニュー [データベース ]-[ データベース接続設定 ]をクリックして、接続するデータベース

を設定し、[OK] ボタンをクリックします。次に、ツールメニュー [データベース ]-[ データベース接

続 ]をクリックしてデータベースへ接続します。

※データベースへ正しく接続できない場合は、ユーザ名やパスワードが正しく設定されているかを確

認してください。

データベースへ接続後、SQL ビューへ SQL 文を入力してツールメニュー [データベース ]-[SQL

実行 ] をクリックします。データベースからデータの取得が行われると、リクエストビューへ

クエリーカラムが表示されます。DB データマップでは、このクエリーカラムと変数をデータ

マッピングします。
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◆◆ 操作 ◆◆

データマッピングするクエリーカラムをドラッグして、フィールドビューにあるデータマッピング対

象の変数へドロップします。

データマッピングが行われると、変数リストの色が変化します。また、フィールドビューの「ク

エリーフィールド番号」にデータマッピングされているクエリーフィールドの番号が表示され

ます。このクエリーフィールド番号は、リクエストビューのクエリーフィールド番号と一致し

ています。

データマッピングの解除
データマッピングの解除を行う場合は、フィールドビューの変数リストにある「クエリーフィー

ルド番号」をクリックして、一番先頭の「設定なし」を選択します。

4-2-4. マッピングされたフィールド番号をずらす

実行する SQL の変更によってデータマッピングされていたクエリーフィールド番号にずれが生

じる場合があります。例えば以下のように SQL を変更した場合です。

SQL 変更前："select name, company from sample"

SQL 変更後："select id, name, company from sample"

このように一番先頭にデータ項目を追加した場合、それまでデータマッピングされていたデー

タのインデックスがすべてずれてしまいます。

このような場合は、ずれたインデックスを一括してずらすことができます。

ツールメニュー [ ツール ]-[ クエリーフィールド番号のシフト ] をクリックして、クエリー

フィールド番号のシフト設定ダイアログを表示します。

図：クエリーフィールド番号のシフト設定

ここでシフトさせる量を指定して「OK」ボタンをクリックします。これにより指定した量だけ

インデックスがシフトされます。
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4-2-5. カラムの手動追加

データベースに接続されていない状態では、以下のようにリクエストビューに何も表示されて

いません。そのため、ドラッグ &ドロップによるデータマッピングを行うことができません。

図：データベースに接続していない状態

この状態でも最終的に取得するデータが予め分かっていれば、データベースに接続しなくても

手動でクエリーカラムの設定を行うことができます。ツールメニュー [ツール ]-[ リクエスト

ビュー手動設定 ]をクリックします。

図：リクエストビュー手動編集ダイアログ

リストビュー手動設定ダイアログが表示されるので、ここで [追加 ]ボタンをクリックします。

クエリーフィールドの名前 ( カラム名 )の入力を要求されるので名前を入力します。

図：カラムの追加ダイアログ
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[OK] ボタンをクリックするとクエリーフィールドがリストに追加されます。

図：追加されたクエリーフィールド

この作業を繰り返して必要なクエリーフィールドを全て追加登録します。[OK]ボタンをクリッ

クすると設定したクエリーフィールドがリクエストビューに登録されます。この状態であれば

ドラッグ &ドロップによるデータマッピングが可能になります。

4-2-6. 変数の追加と削除

Datamap ファイル作成後に、フォームへ変数を追加した場合は、Datamap エディタに変数を追

加 ( インポート ) する必要があります。また、セット帳票のような複数のフォームに含まれる

変数のデータマッピングを行う場合もインポートを行う必要があります。

◆◆ 操作 ◆◆

ツールメニュー [ツール ]-[ 変数の再読込 ]をクリックし、追加する変数にチェックを付け、[OK] を

クリックします。
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図：変数の追加ダイアログ

フィールドビューの変数リストが更新されます。

変数を追加（インポート）した後、フィールドビューの変数リストから変数を削除したい場合

は、以下の操作を行ってください。

◆◆ 操作 ◆◆

ツールメニュー [ツール ]-[ 変数の削除 ]をクリックし、削除する変数にチェックを付け、[OK] をク

リックします。

図：変数の削除ダイアログ

変数削除の確認ダイアログが表示され、[ はい ] をクリックすると、フィールドビューの変数

リストが更新されます。
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4-2-7. フォームビューア (FormViewer)

ツールメニュー [ツール ]-[ フォームビューア ]をクリックすると、フォームビューアが起動

します。フォームビューアには、[ データマップ設定 ] で指定されたフォームの帳票レイアウ

トと変数オブジェクトの配置がプレビュー表示されます。

これらの変数オブジェクトを選択することで、変数のインポートやマッピングを確認すること

ができます。

※フォームビューアの詳細については「5-2. フォームビューア」をご覧ください。

4-2-8. 自動マッピング

変数とデータベースとのデータマッピングの作業は、基本的にはマウスでのドラッグ & ドロッ

プ、もしくはインデックスによる指定で行います。なお、Formファイルに定義した変数名とデー

タベースから取得するクエリーカラム名が同じであれば自動マッピング機能を使用して、自動

的にデータマッピングをさせることができます。

自動マッピング機能はツールメニュー [オプション ]-[ 自動マッピング ]をクリックします。

図：自動マッピングの対象となる変数

4-2-9. ファイルデータソースの使用

ODBC 接続では、以下の 3種類のデータソース名が使用できます。

1. システムデータソース

2. ユーザーデータソース

3. ファイルデータソース

　(表オブジェクトを含んだ帳票ではファイルデータソースは利用できません。)

この中でファイルデータソースを使用する場合は、データソース名の指定だけでなく以下の設

定が必要となります。

1. データソースファイル名をフルパスで指定

2. データマップ設定からファイルデータソースを指定

以下にファイルデータソースを使用する手順を説明します。
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1. データソース設定ダイアログにてデータソースファイル名をフルパスで指定します。

Design マネージャを起動しツールメニュー [設定 ]-[ データソース ]をクリックします。

データソースへデータソースファイル名をフルパスで指定します。

図：データソース設定

2. データマップ設定からファイルデータソースを指定します。

Datamap エディタのツールメニュー [データベース ]-[ データベース接続設定 ]をクリックし

てデータベース設定ダイアログを表示します。データベース設定ダイアログの [ 登録データ

ソース ]から、Design マネージャ上で設定したデータソースを選択し、[ファイルデータソー

スを使う ]にチェックを入れて [OK] ボタンをクリックします。

図：データベース設定

4-3. 重複非表示

1. 概要

<< 注意 >>

この Datamap エディタによる重複非表示の出力機能は、Create!Form V8 以前の製品をお使

いの方のための移行用機能です。新たに設定を行う場合は、Form エディタから表オブジェ

クトをご使用ください。
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重複非表示とは以下の図のように同一のデータが連続して出力されるような場合に、最初の

データのみを出力し、残りのデータを非表示にする機能です。

図：通常の出力

「フレンドストアー本店」や「フレンドストアー立川店」などが同一データで連続して出力さ

れています。重複非表示による出力を行うと以下のような出力となります。

図：重複非表示による出力

このように、同一データで連続して出力されているデータが非表示となります。

2. 重複非表示の設定方法

重複非表示機能を使用するには以下の設定を行います。

Datamap エディタのフィールドビューの変数リストから、重複非表示を適用する項目の「重複

非表示」にチェックを入れます。

図：重複非表示
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3. 補足事項

キーブレイク設定と重複非表示が同時に使用されている場合は、キーブレイクの発生ごとに重

複非表示されていた項目が再び表示されます。

※キーブレイクについての詳細は「4-5. キーブレイク」をご覧ください。

例を用いて説明します。

図：通常の出力

「店名」と「仕入先名」に重複非表示とキーブレイク設定を行い、キーブレイクの優先度は「店

名」、「仕入先名」の順に設定されています。

この設定を使用した場合は、以下のような出力となります。

図：キーブレイクと重複非表示による出力

「店名」が「フレンドストアー本店」から「フレンドストアー立川店」に変わってキーブレイ

クが発生した場合、「仕入先名」の「( 株 ) 岡田屋」が「フレンドストアー立川店」の最初の

出力で再び出力されます。

このように、重複非表示に設定されている場合もキーブレイクによって再び出力される場合が

あります。
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4-4. 集計

4-4-1. 概要

<< 注意 >>

この Datamap エディタによる集計の出力機能は、Create!Form V8 以前の製品をお使いの方

のための移行用機能です。新たに設定を行う場合は、Form エディタから表オブジェクトを

ご使用ください。

Datamap エディタの集計機能を使うことで、データをある特定のタイミングで集計し、集計デー

タを出力することができます。集計方法としては以下の集計値の出力が行えます。

・合計値

・平均値

・項目数

4-4-2. 集計値の出力

集計値の出力について例を用いて説明します。

図：集計値の出力

例えば、上記のような集計値の出力を行う場合は、集計値設定を行うことで出力することがで

きます。なお、集計のタイミングとしては、キーブレイクが発生した時となります。

※キーブレイクについての詳細は「4-5. キーブレイク」をご覧ください。

Datamap エディタから以下の集計値設定を行います。

図：集計項目

Datamap エディタのフィールドビューの変数リストから集計を行う「集計」項目をクリックす

ると、集計設定ダイアログが表示されます。
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図：集計設定ダイアログ

ここで左上の「集計値を出力する」にチェックを入れると集計機能が有効になります。

「集計種別」を集計値の種類に応じて設定します。

図：集計設定ダイアログ

集計種別 (合計 )の集計行が挿入されて出力されます。

図：出力結果

4-4-3. 総集計値の出力

総集計機能では、通常の項目ごとやページごとの集計とは別に、総集計値を一番最後に出力す

ることができます。集計値と総集計値はそれぞれ個別に設定することができます。総集計値を

出力する際は、以下の操作を行います。

Datamap エディタのフィールドビューの変数リストから集計を行う「集計」項目をクリックし、

集計設定ダイアログを表示します。
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図：集計設定ダイアログ

右上の「総集計値を出力する」にチェックを入れます。

この設定によって総集計値の出力が行われます。

図：出力結果

全データ行の最後に総集計行が挿入されます。

4-4-4. 集計データの編集

集計機能で出力される集計データを以下のような機能で編集して出力することができます。

1. 単位文字列

2. データ編集

以下にそれぞれの機能について説明します。

1. 単位文字列

単位文字列は出力するデータの末尾に任意の文字列を付加する機能です。

例えば、「120 円」「80%」のようなデータを出力する場合に、この単位文字列機能を使用します。

単位文字列の設定は集計設定ダイアログから行います。

Datamap エディタのフィールドビューの変数リストから「集計」項目をクリックし、集計設定

ダイアログを表示します。

図：単位文字列設定

「単位文字列指定」のリストボックスからデータに合わせて選択するか、直接単位文字列の入

力を行ってください。
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図：出力結果

単位文字列指定によって、集計行に「円」という単位文字列が付加されました。

なお、単位文字列の設定は集計データと総集計データの共通の設定となります。

2. データ編集

変数に対して予め用意されたパターンのデータ編集を指定することができます。

データ編集の指定は、金額・日付・曜日・時刻・などの標準パターンとフリーフォーマットで

の指定が行えます。( 例えば数値データに対して [3 桁カンマと￥記号を付加 ] を指定して金

額データとして印刷するなど。)

なお、データ編集は集計データと総集計データの共通の設定となります。

※データ編集についての詳細は Design マネージャのメニュー [ヘルプ ]-[ オンラインマニュ

アル ] から「3. 機能リファレンス」-「3.4 集計値の表示とデータ編集」-「データ編集」を

ご覧ください。

4-4-5. 集計行への文字列の出力

集計機能により集計値を出力する行に「仕入先 計」などの任意の文字列を出力することがで

きます。集計行への文字列の出力を行う場合は、以下の操作を行います。なお、集計を行うタ

イミングによって、設定する項目が次にように変化します。

1. キーブレイクごとに集計を行う場合

※キーブレイクごとに集計を行う場合は「4-5. キーブレイク」をご覧ください。

2. 総集計の場合

Datamap エディタのフィールドビューの変数リストから「集計」項目をクリックし、集計設定

ダイアログを表示します。右上の「総集計値を出力する」にチェックを付けると「出力文字列

指定」と「位置指定」の設定が有効になります。総集計に関する文字列の出力はここで設定し

ます。

図：総集計設定

「出力文字列指定」へ集計行へ出力する文字列を入力します。「位置指定」へは文字列を出力す

るフィールド名を指定します。

ここで指定する「位置指定」は指定するフィールド名によって以下のような出力結果となりま

す。
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図：通常の出力

図：出力文字列指定と位置指定による出力 (位置指定：TENPO_CODE の場合 )

図：出力文字列指定と位置指定による出力 (位置指定：TENPO_MEI の場合 )

以上のように、出力位置の指定によって出力文字列の出力位置が変化します。

4-5. キーブレイク

4-5-1. 概要

<< 注意 >>

この Datamap エディタによるキーブレイクの出力機能は、Create!Form V8 以前の製品をお

使いの方のための移行用機能です。新たに設定を行う場合は、Form エディタから表オブジェ

クトをご使用ください。

キーブレイク機能とは、ある特定の項目の値が変化したタイミングで、特定の動作をさせるた

めの機能です。具体的には、次のようになります。
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このとき、「仕入先名」をキーとして見た場合、「埼玉食品 ( 株 )」から「( 株 ) 岡田屋」に変

わるところでキーブレイクが発生します。

キーブレイク機能では、このようなタイミングで以下のような処理を行うことが可能です。

1. 集計 - データを集計し出力

2. 改行 - 空行を挿入

3. 改ページ - 改ページ処理を行う

4. 罫線 - 罫線を引く

これらの処理は、複数組み合わせて指定することが可能です。
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上記の例では、次の組み合わせでキーブレイク出力を行っています。

1. 改行

2. 集計

3. 改行

キーブレイクの設定を行うためには、Datamap エディタで以下の設定を行います。

図：キーブレイク

キーブレイクのキーとして指定したい項目の「キーブレイク」項目をクリックします。
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図：キーブレイク設定ダイアログ

このリストがキーブレイク発生時の動作 ( アクション ) のリストとなります。[ 追加 ] ボタン

をクリックすると新しいキーブレイクアクションが登録されます。[ アクション ] 選択項目か

らアクションを選択します。

図：キーブレイクアクションの選択

[OK] ボタンをクリックするとキーブレイク登録が完了します。

キーブレイクが複数のフィールドに対して設定されている場合、次のような動作をします。
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ここで「店名」と「仕入先名」の 2つに以下のようなキーブレイク設定がされているとします。

「店名」 - キーの優先度 : 1

1. 改行

2. 集計

3. 改行

「仕入先名」 - キーの優先度 : 2

1. 集計

出力結果は次のようになります。
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キーブレイク設定が可能なフィールド数は 10 までとなっています。各キーの間には優先順位

が存在しており、優先順位が 上位のキーブレイクが発生すると、優先順位が 下位のキーブレ

イクも自動的に発生します。上記の例で言えば、「店名」でキーブレイクが発生すると、「仕入

先名」のキーブレイクも実行されます。

キーブレイク機能に関する概要説明は以上になります。

4-5-2. キーブレイクによる集計を行う

キーブレイク機能によってデータを集計し出力するための設定について説明します。

キーブレイクのアクションとして集計を設定するためには以下の設定を行う必要があります。

1. 集計対象となるフィールドの設定

2. キーブレイクの設定

これらの設定を Datamap エディタから以下のように行います。

1. 集計対象となるフィールドの設定
集計対象となるフィールドの「集計」項目をクリックして集計設定ダイアログを表示させ、集

計の設定を行います。
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図：集計設定ダイアログ

[OK] ボタンをクリックして集計設定ダイアログを閉じます。

2. キーブレイクの設定
キーブレイクのキーとなるフィールドの「キーブレイク」項目をクリックしてキーブレイク設

定ダイアログを表示させ、キーブレイクの設定を行います。ここで、集計を行うためには、「ア

クション」で「集計」を選択します。

図 :キーブレイク設定

集計行に出力する文字列の設定もここで行います。集計行に出力する文字列に関しては「4-4-5.

集計行への文字列の出力」をご覧ください。
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図：集計行の文字列設定

[OK] ボタンをクリックしてキーブレイク設定ダイアログを閉じます。

必要な設定は以上です。

図：出力結果

4-5-3. キーブレイクによる集計行をページ内に収める

キーブレイクによって集計値を出力する場合、行数の関係で集計行だけが次のページに出力さ

れてしまうことがあります。
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このような場合に集計行だけページ内に収めることができます。

この機能を使用するためには、Datamap エディタで以下の設定を行います。

集計設定がされているいずれかのフィールドの「集計」項目をクリックして集計設定ダイアロ

グを表示します。

図：集計設定

[集計行が次ページの時、前ページに押し込む ]へチェックを入れます。

図：集計行が次ページのとき、前ページに押し込む

必要な設定は以上です。
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4-5-4. キーブレイクによる改ページを行う

キーブレイク機能によって改ページを行うための設定について説明します。

キーブレイクによる改ページ処理を行うためには Datamap エディタで以下の設定を行う必要が

あります。キーブレイクのキーとなるフィールドの「キーブレイク」項目をクリックしてキー

ブレイク設定ダイアログを表示し、キーブレイクの設定を行います。ここで、改ページを指定

するためには「アクション」で「改ページ」を選択します。

図：キーブレイクで改ページアクションを設定

[OK] ボタンをクリックしてキーブレイク設定ダイアログを閉じます。

必要な設定は以上です。

図：出力結果
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4-5-5. キーブレイクによる改行を行う

キーブレイク機能によって改行を行うための設定について説明します。

キーブレイクによる改行処理を行うためには Datamap エディタで以下の設定を行う必要があり

ます。キーブレイクのキーとなるフィールドの「キーブレイク」項目をクリックしてキーブ

レイク設定ダイアログを表示し、キーブレイクの設定を行います。ここで、改行を指定するた

めには、「アクション」で「改行」を選択します。必要であれば、改行する行数を「改行行数」

項目に入力します。

※改行が次ページにかかる場合、次ページの改行は削除されます。

図 :キーブレイクで改行アクションを設定

[OK] ボタンをクリックしてキーブレイク設定ダイアログを閉じます。

必要な設定は以上です。

図：出力結果

4-5-6. キーブレイクによる罫線描画を行う

キーブレイク機能によって罫線を描画するための設定について説明します。

キーブレイクによる罫線描画を行うためには以下の作業を行う必要があります。

1.Form エディタで罫線オブジェクトを定義する

2.Datamap エディタで罫線描画のタイミングを設定する
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1.Form エディタで直線オブジェクトを定義し、動的オブジェクトとして動的オブジェクト名

「KEISEN」で保存します。

※動的オブジェクトについての詳細は Design マネージャのメニュー [ヘルプ ]-[ オンライン

マニュアル ]から「3. 機能リファレンス」-「3.3 フォームオブジェクト」-「動的オブジェクト」

をご覧ください。

2.Datamap エディタで、作成した動的オブジェクトを呼び出す設定を行います。

ツールメニュー [ツール ]-[ 変数の再読込 ]を実行して、作成した動的オブジェクトを読み込

みます。

※変数の再読込についての詳細は「4-2-6. 変数の追加と削除」をご覧ください。

図：変数の再読込

キーブレイクのキーとなるフィールドの「キーブレイク」項目をクリックしてキーブレイク設

定ダイアログを表示さし、キーブレイクの設定を行います。ここで、罫線描画を指定するため

には、「アクション」で「罫線」を選択します。描画したい動的オブジェクト名を「動的オブジェ

クト名」項目で選択します。

図：キーブレイクで罫線アクションを設定

[OK] ボタンをクリックしてキーブレイク設定ダイアログを閉じます。

必要な設定は以上です。
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図：出力結果

キーブレイクのタイミングに合わせて、罫線が引かれます。

4-6. 単一データ出力

4-6-1. 単一データ出力

図：単一データ出力

上記のような単一データ ( リスト形式ではないデータ ) を出力するための設定について説明し

ます。単一データ出力を使用するためには、Datamap エディタで以下の設定を行います。

図：単一項目設定

単一データとして出力したいフィールドの「データタイプ」項目を「単一項目」に設定します。

以上で単一データ出力の設定は完了です。

補足事項
この単一データ出力の機能では、そのページの最初のデータを単一データとして出力すること

ができます。
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データベースから上図のようなデータが取得されるとします。

サンプルでは、「SHIIRE_MONTH」のデータを出力するフィールドが単一項目指定されているため、

全てのページで「03-10」というデータが出力されます。ここで例えば「SHIIRESAKI_MEI」のデー

タを出力するフィールドが単一項目指定されていて、4 行ごとにページが切り替わるような設

定がされている場合、次のような出力となります。

1 ページ目：「埼玉食品 (株 )」が出力される。

2 ページ目：「(株 )岡田屋」が出力される。

この状況を図で示すと以下のようになります。

上記の通り、そのページの最初のデータがそれぞれ出力されることになります。

4-6-2. 総集計値の単一データ出力

集計機能を使用して総合計値などのデータを単一のデータとして出力する機能について説明し

ます。集計機能についての詳細は「4-4. 集計」をご覧ください。

例えば、以下のような形で総集計値のみを単一データとして出力することが可能です。

図：単一データとして総集計値を出力
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この機能を使用するためには Datamap エディタで以下の設定を行います。

まず、集計に関する設定を行います。フィールドビューから集計対象となるフィールドの集計

項目をクリックして集計設定ダイアログを表示し、集計設定を行います。

ここでは、総集計の設定のみを行います。

図：集計設定ダイアログ

[OK] ボタンをクリックして集計設定ダイアログを終了します。

次に、フィールドビューの [データタイプ ]項目から [単一項目 ]を選択します。

図：単一出力設定

以上で総集計値の単一データ出力の設定は完了です。

4-7. 総ページ数

<< 注意 >>

この Datamap エディタによる総ページ数の出力機能は、Create!Form の旧バージョンをお使

いの方のための移行用機能です。新たに総ページ数の出力を行う場合は、Form エディタか

らページ変数をご使用ください。

ページ変数を使用したページ番号の出力とは別に、以下のような総ページ数を出力することが

できます。

図：総ページ数の出力
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この機能を使用するためには以下のような作業を行う必要があります。

1. 総ページ数出力用のテキスト変数を定義する。

2.Form エディタで作成したテキスト変数を総ページ数の出力用として設定する。

1. 総ページ数出力用のフィールドを定義します。Form エディタでテキスト変数を作成します。

※ページ変数ではなくテキスト変数を作成してください。

図：テキスト変数の作成

フォントなどを任意の設定し、Form ファイルを保存してから Form エディタを終了します。

2.Form エディタで作成したテキスト変数を総ページ数の出力用として設定します。Datamap エ

ディタで以下の設定を行います。

ツールメニュー [ツール ]-[ 変数の再読込 ]をクリックし、先ほど作成したテキスト変数を

インポートします。

図：変数のインポート

Datamap エディタのフィールドビューから総ページ数を出力するフィールドの「データタイプ」

を「総ページ数」に設定します。
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図：総ページ数の出力設定

以上で総ページ数の出力設定は完了です。
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5. 共通設定

5-1. 変数操作

ここでは、CSV 用、Text 用、XML 用の Datamap エディタで変数を追加、削除、マッピング解除

する方法を解説します。

DB 用 Datamap エディタに関しては、「4.DB データマップ」をご覧ください。

5-1-1. 変数インポート

Datamap ファイルを新規作成する場合には、作成時に Form ファイルを指定することで自動的

に定義された変数が取り込まれます。しかし、既に作成された Datamap ファイルに対して、

Form ファイルで新たに定義した変数を取り込むには、変数のインポート作業が必要です。

変数をインポートするには、Datamap エディタのメニュー [編集 ]-[ 変数のインポート ]をク

リックしてください。[ ファイル選択 ] ダイアログが起動するので、取り込む変数が定義され

た Form ファイル (.hst) を選択して [OK] ボタンをクリックしてください。

図 :ファイル選択ダイアログ

選択された Form ファイルに定義され、かつ Datamap ファイルに定義されていない変数が存在

する場合には、[変数追加選択 ]ダイアログが起動します。
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図 : 変数追加選択ダイアログ

リストから取り込む変数を選択し、[OK] ボタンをクリックすると Datamap ファイルに変数が

追加されます。 

5-1-2. リストアイテム削除

Datamap ファイルに定義された変数をリスト上から削除する方法を解説します。

変数をリスト上から削除するには、変数リストから削除する変数を選択し、メニュー [ 編

集]-[リストアイテム削除]をクリックします。削除を確認するダイアログが起動しますので、

[ はい ] をクリックしてください。なお、変数リストで複数の変数を選択すると、選択したす

べての変数を一括で削除することができます。

一度削除した変数でも、変数インポートすることで再びマッピングを定義することができます。

5-1-3. マッピング解除

変数に定義したマッピング情報を解除する方法を解説します。

マッピング情報を解除するには、変数リストから変数を選択し、メニュー [編集 ]-[ マッピン

グ解除 ]をクリックします。マッピング解除を確認するダイアログが起動しますので、[はい ]

をクリックしてください。なお、変数リストで複数の変数を選択すると、選択した全ての変数

を一括でマッピング解除することができます。

5-2. フォームビューア

定義された変数の数が多い場合には、変数リストから目的の変数を探すことが困難な場合があ

ります。その様な場合には、フォームビューア機能を利用することで、Form ファイルのレイ

アウトを確認しながらマッピング操作を行うことができます。
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5-2-1. フォームビューアの起動

フォームビューアを起動するには Datamap エディタのメニュー [ オプション ]-[ フォーム

ビューア ]をクリックします。（DB用 Datamap エディタの場合は、メニュー [ツール ]-[ フォー

ムビューア ]をクリックしてください。）

図 :フォームビューア

フォームビューアには、[ データマップ設定 ] で指定された Form ファイルに定義されたオブ

ジェクトが描画されます。また、マッピング可能な変数は赤い枠で囲われます。

5-2-2. マッピング操作

フォームビューアで変数上をクリックすると、Datamap エディタの変数リストで該当する変数

が選択されます。その後は、通常通りマッピング操作を行ってください。

5-2-3. 変数インポート

Datamap ファイルに取り込まれていない変数が存在する場合、フォームビューア上の変数をダ

ブルクリックすることでインポートできます。
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5-3. 変数リスト

CSV 用、Text 用の Datamap エディタでは、変数の属性とマッピング情報を確認するための変数

リスト表示が可能です。

Datamap エディタの表示モードには [マッピング ]と [変数リスト ]があります。

マッピング情報をグラフィカルに表示するには [マッピング ]モードを指定します。Datamap

エディタ起動時は [マッピング ]モードに設定されています。

また、変数リストを全画面に表示したい場合には [変数リスト ]を指定します。

変数リストには各エディタごとに、パラメータバーに準じた情報が表示されます。

図：Datamap エディタ - 変数リスト表示

5-3-1. マッピング定義

[ 変数リスト ] モードでマッピングを定義する場合には、該当する変数をリスト上で選択し、

パラメータバーで直接数値を入力してください。複数の変数を選択して一括で設定することも

可能です。

5-3-2. 変数リスト印刷

変数リストを印刷する場合は、メニュー [オプション ]-[ 変数リスト印刷 ]をクリックしてく

ださい。メニュー [オプション ]-[ 変数リスト印刷プレビュー ]で印刷結果を事前に確認する

こともできます。なお、変数リストのタイトルをクリックして変数の並べ替えを行った際は、

変数リストに表示された順で印刷されます。
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